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１．令和２年度第４回 浦安市介護保険運営協議会 議事意見まとめ

令和２年度第４回浦安市介護保険運営協議会につきましては、新型コロナウイルスの

感染拡大を防ぐため書面による審議とさせていただきました。

委員の皆様に「議題承認・意見シート」をご提出いただきました結果については以下の

とおりです。

【議題】 議題の２件については、承認されました。

１．浦安市高齢者保健福祉計画及び第８期浦安市介護保険事業計画（素案）に係る

パブリックコメントの実施結果について

２．令和２年度第１号介護予防支援事業及び指定介護予防支援事業委託について

【意見等】 議題１について 別紙のとおり

議題２について 特にご意見はありませんでした

２．報告事項

皆様にご審議をいただいておりました「浦安市高齢者保健福祉計画及び第８期浦安市介護

保険事業計画」について、一部修正を加えましたのでご報告いたします。

≪修正箇所≫ 69ページ 施策番号1704「事業者や報酬請求に関する給付適正化」

評価指標の変更

修正前

評価指標

指標 令和３年度 令和４年度 令和５年度

実地指導実施事業所数 ２事業所 ２事業所 ２事業所

修正後

評価指標

指標 令和３年度 令和４年度 令和５年度

実地指導実施事業所数 ６事業所 ８事業所 １０事業所

≪修正理由≫

実地指導を実施する事業所数を毎年度２事業所ずつ行う目標に設定していましたが、

現在の事業所数や今後の事業所数の増加も考慮して目標値の見直しを行いました。

この目標値に設定することで、事業所が６年間の指定期間内に一度は実地指導を受ける

ことになります。

指導体制などの課題もありますが、６年間に一度、実地指導を行う体制を目指します。
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別紙

議題１「浦安市高齢者保健福祉計画及び第８期浦安市介護保険事業計画（素案）に

係るパブリックコメントの実施結果について」に対するご意見等

介護保険運営協議会委員のご意見 市の考え

1

コロナ禍で高齢者が外出せず、人と逢わず、

行事に参加せずと三せず状態になり、うつ状

態が心配。巣ごもり、コロナの恐怖で心が縮

み消極的になり「活発」だった人が「不活発」

になっています。

パブリックコメント意見要旨NO１の案件が

非常に良いと思います。市の広報や社会福祉

協議会で広報してもらいたいと思います。高

齢者は年代的に文章を見るのが好きなので、

広報を行い、励まし、希望をアピールしてく

ださい。

新型コロナウイルスの感染拡大を防止するた

め、人と人の接触を避けることが求められていま

す。高齢者は感染した場合に重症化しやすいた

め、特に注意が必要です。

一方で、ご意見の通り、高齢者の社会活動が停

滞することで、心身機能の低下が懸念されます。

現在も感染対策を行いながら、オンラインを活用

する等、社会活動を維持できるような取り組みを

行っています。

2

パブリックコメントの意見提出が１人３件

とは、いかにもさみしい。本計画は「浦安市

総合計画」「浦安市地域福祉計画」を上位計画

として、高齢者施策を総合的包括的に推進す

るためのものと位置づけられており、さまざ

まな意見が寄せられると期待していたのに残

念です。（他にも同様意見あり）

パブリックコメントの実施につきましては、広

報、ホームページでの周知のほか、地域包括ケア

評価会議での発信、社会福祉協議会や介護事業所

等に周知しました。

高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画に

対して、幅広い皆様からご意見を頂けるような周

知方法を検討してまいります。

3

P41の施策体系図について、左端縦長の基本

理念「人がつながり高齢者が安心して生き生

きと暮らせる地域社会を目指して」が提示さ

れているのは理解できますが、上段横長の「地

域包括ケアシステムの体制の深化・充実」と

提示されている意図がよくわかりません。

地域包括ケアシステムとは、「団塊の世代が75

歳以上となる2025年を目途に、重度な要介護状態

となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らし

を人生の最後まで続けることができるよう、住ま

い、医療、介護、予防、生活支援が一体的に提供

される」ことを言います。

この地域包括ケアシステムの充実は市の使命

であり、今後も推進していかなければなりませ

ん。

第７期では基本目標１を「地域包括ケアシステ

ム体制を充実するために」とし、基本目標２から

４は高齢者の状態像に合わせた目標となってい

ましたが、第８期計画を検討するにあたり、市が

求められている地域包括ケアシステムを充実さ

せるということは、基本目標１だけに取り組むの

ではなく、計画全体を進めることなのではないか

という議論にいたり、上段横長に「地域包括ケア

システムの体制の深化・充実」を記載しました。
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4

現計画の評価のうち、Ｂ・Ｃ評価が13.3％

となっていますが、現計画の反省を次期計画

へどのように反映させるのでしょうか。（特に

地域包括ケアを支える担い手の養成につい

て）

第７期計画の策定時点では、市民活動センター

やボランティアセンターと連携し事業を行うこ

とを内容としていたのですが、それぞれのセンタ

ーと連携し具体的な事業を行うことが出来ませ

んでした。

その反省を踏まえて、第８期計画ではそれぞれ

のセンターとの連携は視野に入れつつ、高齢者部

門として介護人材や地域の担い手を養成してい

くものについては、介護予防に資する住民主体の

通いの場の中で、積極的に地域の高齢者自身が支

援の担い手として参加できるよう機能の充実を

図ってまいります。

5

認知症対応型共同生活介護の伸び率が非常

に多いのですが、今後どのように対応するの

でしょうか

119ページに「介護施設等整備目標」を記載し

ていますが、認知症対応型共同生活介護を２か所

整備する予定となっているため、伸び率が大きく

なっています。

今後は、住み慣れた地域で終生過ごしていただ

くために、地域密着型サービスの充実を進めてい

きたいと考えています。

6

終末期ケアについて、行政として具体的に

どのような計画をお持ちでしょうか（家族に

対しても同様の質問あり）

在宅療養をする患者と家族への支援を目的に、

終末期ケアだけでなく、日常の療養支援、入退院

支援、急変時の対応の場面で医療と介護を連携し

た対応ができるように、令和２年度より在宅医

療・介護連携推進検討委員会を立ち上げＩＣＴの

活用について検討をしています。

また、終末期の医療については、様々な選択肢

の中から自分にあった療養生活を納得して選択

できるように在宅療養ガイドブックを作成し、普

及しているところです。

7

要旨版があると目を通す方もわかりやすい

と思います。

（昨年からの変更点、重点事項など）

協議会でご意見をいただく場合などは、細かな

内容も見ていただきたいと思っています。

ご負担をかけ申し訳ございませんが、ご理解い

ただきますようお願いいたします。

なお、成果品では概要版も作成いたします。

8

地域に埋もれている人を掘り起し、介護の

分野で活躍してもらう。たとえば、ボランテ

ィアの時間・回数などをポイント制にし、自

分が支援・介護を受ける時にポイントをつか

えるという制度の創設はどうでしょうか。

励みになり、ボランティアの応募者も多く

なると思います。

計画には施策番号3105「通いの場の充実」、3201

「生活支援体制整備事業の充実」、3204「訪問型

サービスＢ」の中で担い手に言及しています。

担い手養成方法の検討の中で、ボランティアポ

イントについても検討する予定としています。
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9

「女性が輝く時代」ということで女性も働

き始めました。輝いている方もいますが、一

方で、必要に迫られて、或いは子供の将来の

ために働いているという状況を見聞きしま

す。ボランティア活動を無償ではなく有償と

すれば、ボランティアを気兼ねなく頼め、ボ

ランティアの応募者も増えると思われます。

施策番号3106「通所型サービスＡ」、3203「通

所サービスＢ」、3204「訪問型サービスＢ」の担

い手の一部は「有償ボランティア」の活動も想定

されています。無償のボランティア、有償のボラ

ンティア、それぞれの特性を生かして複合的な担

い手の養成ができるような体制を検討したいと

考えています。

10

人材不足解消のため、介護有償ボランティ

アに応募してくれた人に「介護職養成講座」

を受講していただく。その際の受講費用の補

助などをし、有資格者となり、市内の施設で

働いてもらえる環境を創出するのはどうでし

ょうか。

地域活動の担い手から施設等での就労につな

がる流れは、非常に合理的であると思います。担

い手養成の際には就労につながるような流れも

検討したいと思います。

なお、現在、介護人材確保の主なものとして、

施策番号1304「福祉分野に特化した就職面接会の

開催」、1305「介護職員研修費用等助成事業」、4602

「介護従事者宿舎借り上げ支援事業」を記載して

います。

11

シニアガイドブックの中に高齢者の虐待通

報の連絡先を掲載してはどうでしょうか？

令和２年度版シニアガイドブックではＰ33の

ともづな紹介ページで業務内容に記載がありま

すが、詳しく記載はされていません。

施策番号4201「権利擁護事業」の中の「虐待通

報窓口の周知徹底に努め、～」の一つの手段とし

て担当部署と協議しながらシニアガイドブック

への掲載内容を検討したいと考えています。

12

来庁の市民に対しては丁寧に対応されてい

ますが、自宅への訪問についてはどのように

されていますか？

また、直接、行政に意見を言いたい寝たき

りの高齢障がい者の方々への対応はどのよう

になされているのでしょうか

高齢者の相談につきましては、その多くが窓口

ではなく、高齢者のご自宅で行われています。介

護保険サービスを受けている高齢者については、

ケアマネジャーが定期的に訪問し、また、権利擁

護やケアマネジャーの支援をはじめとした高齢

者の様々な相談については、地包括支援センター

の専門職がその相談内容に応じて随時訪問し、相

談を受けています。

要介護認定を受けている市民の方からの行政

に対するご意見については、寝たきりかどうかに

限らず、３年に１回介護保険事業計画策定に伴う

基礎調査を実施し、確認しています。



- 5 -

13

他県では、70歳以上の高齢者はバスが無料

になっておりますが、浦安市では今後どのよ

うになされるのでしょうか。

浦安市では高齢者の社会参加を促進すること

を目的に、70歳以上の方にバス券（高齢者福祉乗

車券5,600円分）を、毎年配布しています。

また、移動に制約のある方の移動手段の確保

や、公益施設のアクセス性の向上を図ることを目

的に、コミュニティバス（おさんぽバス）を運行

しております。

今後も、高齢者の方々が気軽に外出できるよう

なしくみづくりを進めていきます。

14

バリアフリー対策については、健康な人に

も建築の段階で行政から補助してほしいで

す。

参考意見とさせていただきます。


